
629 デーヴァナーガリー文字

〈図 5〉現代の印刷字体の例（コンピューター編集）

出典：ヒンディー語週刊誌『インディア・トゥデイ』

より．

素と膠着的な要素が混在している．屈折的な要素とは，

この語派が最初もっていた複雑な屈折語尾が歴史的音

韻変化を経てかなり磨滅した痕跡である．単数と複数，

主格と後置格を区別する語尾，動詞の人称語尾などに

残っている．一方，膠着的な要素は，中期インド語派

の時代から萌芽していた統語上の分析的な傾向が進ん

だ結果であり，磨滅した屈折語尾に代わる文法的機能

を担っている．名詞では格語尾に代わる後置詞，動詞

ではテンス，モダリティ，受動態などの機能を担う要

素がそれに相当する．

分かち書きに関するヒンディー語の近代正書法の変

遷は，同時代のヒンディー語文法記述における屈折的

要素と膠着的要素の扱い方にほぼ対応している．20世

紀初頭までの文法記述では，屈折的要素と膠着的要素

を区別せず，いずれも古典サンスクリットの屈折語尾

に模した解説が主流であった．

分かち書きが十分進んだ今日のヒンディー語正書法

の特徴は，屈折的要素は語の一部として分離せず，膠

着的要素は語の単位として明確に分離しているといえる．

〈図 6〉コンピューターのキーボードのキー配列（インド政府制定）

〈図 7〉デリーの国際空港のレストラン入口にある

掲示

注）ヒンディー語使用を奨励する内容が，ヒンディー

語（デーヴァナーガリー文字）と英語で併記され

ている．

これは，カームタープラサード・グル（Kāmtāprasād

Guru）の『ヒンディー語文法』（1920）以降の文法記

述とも合致している．

2）語のレベル（綴りと発音）　　ヒンディー語の綴りの

標準化に関しては，1900年 1月に創刊したヒンディー語

総合月刊誌『サラスワティー』（Sarasvat̄ı）と 1903年か

ら 1920年までこの雑誌の編集者であったマハーヴィー

ルプラサード・ドゥヴィヴェーディー（Mahāv̄ırprasād

Dvived̄ı，1864～1938）の果たした役割が大きい．ドゥ

ヴィヴェーディーは，原稿中の当時無秩序であった綴


